
「女優・杉村春子」を、7本の映画から読み解く特集上映
　神戸アートビレッジセンター [KAVC] （神戸市兵庫区、指定管理者：公益財団法人 神戸市民文化振興財団、館長：大谷燠）は、2020 年
10月10日(土) ～ 10月16日(金)の全6日間、KAVCシアターにて、KAVCシネマ 10月特集上映「杉村春子という女優」と題し、
杉村春子出演作 7作品を特集上映いたします。
　杉村春子（1906～1997）は、長年にわたり演劇界を牽引してきた舞台女優であった一方、名監督／巨匠と呼ばれる映画監督
達にもその優れた演技力を買われ 100本以上の映画作品に出演しており、映画界にとっても欠かすことの出来ない存在でした。
　今回の特集上映では、杉村春子の優れた演技力がいかんなく発揮されている代表作はもちろん、市川崑や成瀬巳喜男といった
日本の映画史において欠かすことの出来ない名だたる映画監督がメガフォンを取った作品を選定しています。杉村自身のカリス
マ性や魅力はもちろんのこと、杉村が日本の映画界に与えた影響や功績にも焦点を当てます。
　また、「映画での芝居」と「演劇での芝居」を比較できるよう、杉村が所属した文学座が企画・ユニット出演している作品もラ
インアップ。映画ファンのみならず、演劇ファンも必見の特集上映です。

1906 年生まれ。1927 年築地小劇場の研究生となり、同年初舞台を踏む。築地小劇場分裂後、劇団築地小劇場、築地座を経て、1937 年文
学座創立に参加。以降、文学座の看板女優として『女の一生』（上演回数通算 947 回）を始め、『欲望という名の電車』（593 回）など文学座
の代名詞とも呼べる作品の主演を務める。新派や商業演劇などの舞台出演や、小津安二郎、黒澤明、成瀬巳喜男の監督作品をはじめ多くの映画
にも出演。

杉村春子（すぎむら・はるこ）［1906－1997］

上映期間：
2020年10月10日（土）～16日（金）
※火曜休館
※上映スケジュール／上映作品は日によって異なります
※上映当日10:15より整理券発行

料金：一般1200円 （前売1000 円）
　　　かぶっクラブ、神戸演劇鑑賞会会員 1000 円（前売 900 円）

　　　【三回券（当日のみ有効）】
　　　一般 3000 円 
　　　かぶっクラブ、神戸演劇鑑賞会会員2700円

■ プロフィール

■上映作品（全7作品／年代順）：
『大曾根家の朝』（1946）、『にごりえ』（1953）、『千羽鶴』（1953）、『晩菊』（1954）、『流れる』（1956）、
『満員電車』（1957）、『午後の遺言状』（1995）

当館では、ご来館／ご鑑賞いただくお客様に対して感染拡大への取り組みにご協力をお願いしております。
・施設内では、必ずマスクの着用をお願いいたします。マスク着用のなき場合、入場をお断りいたします。
・チケット購入時には、検温をさせていただいております。
上記の項目をはじめ、公式HP や SNS 等でも随時感染拡大防止へのご協力を呼びかけております。

■ 新型コロナウィルス感染拡大防止への取り組みについて

写真提供：文学座

主催・お問合せ：神戸アートビレッジセンター（指定管理者：公益財団法人 神戸市民文化振興財団）　　担当 岡本・野澤
〒652-0811 神戸市兵庫区新開地 5-3-14 　TEL 078-512-5500　FAX 078-512-5356
※取材に関するお問い合わせ、プレス用写真等ご入用の方は上記までご連絡ください。
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杉村先生が逝かれてもう23年。
先生付き ( 付き人）をやっていた若い頃、「小津さんがね」とか「笠 ( 智衆）さんはね」と、先生は撮影時の色んなお話をして下さっ
ていました。今となってはそのエピソードの殆んどを忘れてしまっているのを悔やむばかりですが…。
その後自分が歳を取り、折りにつけ映像の中の先生に出会う度、その素晴らしさに感嘆し、涙し、女優として身も引き締まる思いを繰
り返しています。
そしてこれからも観る度に新たな発見がある事でしょう、
「杉村春子」の奥深さを知る楽しみがまだまだ残っている、そう思っています。

塩田朋子（文学座所属・女優）

■上映作品（全7作品／年代順）：

『大曾根家の朝』（1946） 『にごりえ』（1953） 『千羽鶴』（1953）

『晩菊』（1954） 『流れる』（1956） 『満員電車』（1957）

『午後の遺言状』（1995）
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